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「都市表層に、深さ・風景・時間を取り戻す」
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東 京 の 都 市 風 景 は 、 い つ か ら か 、 ガ
ラ ス に 包 ま れ た 軽 や か で 均 質 な ビ ル
群 に よ っ て 構 成 さ れ る よ う に な っ た 。 
　 な か で も テ ナ ン ト ビ ル は 、 経 済 合 理 性 と
施 工 効 率 を 優 先 し た 反 復 可 能 な シ ス テ ム と
し て 、 都 市 の 表 層 を 広 く 覆 っ て い る 。 つ く
る 側 の 論 理 に よ っ て 生 み 出 さ れ た ガ ラ ス の
ビ ル は 、 現 代 都 市 を 象 徴 す る 風 景 と な っ た 。 
 
ガ ラ ス の 向 こ う に は 、 人 が 働 き 、 行 き 交 い 、 さ
ま ざ ま な 活 動 を し て い る 。 し か し 、 そ の 姿
は 反 射 す る 滑 ら か な 表 面 に 包 み 込 ま れ 、 都
市 の 風 景 か ら 次 第 に 見 え な く な っ て い る 。 
　 本 計 画 で は 、 窓 辺 に 、 働 く 、 眺 め る 、 寄 り か
か る 、 佇 む と い っ た 、 人 の 身 体 を 受 け 止 め る た
め の 余 白 を つ く る こ と で 、 均 質 化 さ れ た 都 市 の
表 層 に 人 間 的 な 奥 行 き を 取 り 戻 す こ と を 試 み た 。 
 
具 体 的 に は 、 窓 の 開 口 下 端 の 高 さ を 4 5 0 m m 、
7 0 0 m m 、 8 5 0 m m 、 1 0 0 0 m m の 4 種 類
に 分 類 し 、 各 階 、 各 所 に 分 散 さ せ て い る 。 
4 5 0 m m の 窓 辺 は 腰 掛 け る 場 所 と な り 、 7 0 0 m m
や 8 5 0 m m の 窓 辺 は 机 や カ ウ ン タ ー と し て 人 の
活 動 を 引 き 寄 せ る 。 1 0 0 0 m m の 窓 辺 は 、 立 っ た
身 体 が 寄 り か か り な が ら 街 を 眺 め る 場 所 と な る 。 
 
異 な る 高 さ を も つ 開 口 部 と 、 そ れ に 呼 応 す る 内 部
空 間 の 奥 行 き に よ っ て 、 窓 辺 に 多 様 な 人 の 姿 と 振
る 舞 い が 現 れ る 。 建 築 の 外 形 で は な く 、 そ こ で 過
ご す 人 の 身 体 に よ っ て 、 都 市 の 風 景 を つ く る こ と
を 目 指 し た 。
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〇展開断面図　窓辺に、働く・眺める・寄りかかる・佇むための深さを介入させる
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https://www.athome.co.jp/rent_store/estate/129978/list/




計 画 敷 地 は 、 複 数 の 街 路 が 交 差 す る 角 地 に 位 置 す る 台 形
敷 地 で あ る 。
本 計 画 で は 、 街 路 に 正 対 す る 立 面 を つ く る の で は な く 、
交 差 点 と い う 都 市 の 斜 め 方 向 へ 風 景 を 開 く こ と を 主 題 と
し た 。

平 面 形 状 は 矩 形 で は な く 、 敷 地 の 頂 点 を 都 市 へ 向 か っ て
開 い た 五 角 形 と し た 。
各 階 の 開 口 は 交 差 点 へ 向 か っ て 斜 め に 切 り 開 か れ 、 室 内
の 視 線 や 人 の 滞 在 が 都 市 風 景 へ 接 続 さ れ る 。

ま た 、 角 地 の 頂 点 部 分 を ヴ ォ イ ド 状 の ア プ ロ ー チ 空 間 と
し て 構 成 し 、 複 数 方 向 か ら 人 が 回 遊 し な が ら ア ク セ ス で
き る 都 市 の 余 白 を つ く っ た 。
閉 じ た 角 地 で は な く 、 交 差 点 の 流 れ に 対 し て 身 体 と 視 線
が 斜 め に 接 続 さ れ る テ ナ ン ト ビ ル で あ る 。

交 差 点 へ 斜 め に 開 く

計画建物

代官山へ表参道へ
緑 道緑 道

敷地に隣接する緑道の風景を、地表面だけでなく建築断面へ立体的に接続することを試みた。 
本計画では容積率を使い切りながら、9 階部分をオフセットしスカイガーデンを挿入している。 
 スカイガーデン

都市立面図

斜めの風景

　交差点から見たファサード　窓周りに人の風景をつくる

建方時の風景　交差点の交点に風景をつくる

表参道へ

六本木へ

〇配置ダイアグラム : 敷地形状への追従
ではなく、交差点へ視線と身体を斜めに開く。

〇外観構成のダイアグラム : 閉じた角地でなく、
複数方向から都市が入り込む開放面をつくる。

交差点へ開く余白

道路

道
路

斜めに取り込む

「台形敷地と交差点の流れから、五角形平面と斜めの開口を導く」

グランドガーデン



スリット状に開かれた都市の隙間



吹抜けを見上げる

グランドレベルのスリットのデザイン グランドレベルに出来た人の居場所



風景をつくる外装

面積をつくる外装
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専有面積：
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専有面積：86.78㎡
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▼最高軒高：31,255
▼最高高さ：31,608

風 景 を 、 不 動 産 価 値 へ 変 換 す る

一般的なテナントビルの賃料は、駅からの距離、アクセス性、専有面積によって評価されること
が多い。そのため都市の低層部は広告性や効率を優先し、高層部は均質なオフィス空間として反
復されてきた。
一方、本敷地は渋谷特有の起伏を持つ角地に位置し、高さによって都市との距離や眺望が大きく
変化する。本計画では、この高さごとの風景の差異を、単なる眺望ではなく、風景価値として扱う。
窓辺の滞在性、開口部の長さ、階ごとに異なる都市との距離感を設計することで、風景そのもの
を賃料へ巻き込む。
面積とアクセスだけでは測れない価値を、都市型テナントビルの新たな評価軸として提示する。

窓辺を、働くための床ではなく、都市と関係を結ぶ居場所とし
て設計する。

〇断面図

〇平面図

〇窓辺のダイアグラム

〇賃料と風景のダイアグラム

〇内観の窓周りの風景

スカイガーデンレンタルオフィス

テナント

テナント
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「風景価値 = 
開口部総長 + 窓辺の滞在性 + 高さごとの眺望

面積とアクセスだけでは測れない、窓辺の価値を賃料へ組み込む

一般的な収益ビル
の賃料評価

本計画の
風景価値

本計画の
賃料評価

ア
ク
セ
ス
性

ア
ク
セ
ス
性 + 

 + 

専
有
面
積

専
有
面
積 + 

 + 

風
景
価
値

風
景
価
値

外壁面を斜めに立ち上げることで専有面積を最大化しながら
上層部に向かうにつれ、開口を大きくする
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「高さごとの眺望、窓辺の滞在性、開口部総長を賃料評価に組み込む」

開口部総長：1F+7,850㎜

開口部総長：1F+6,650㎜

開口部総長：1F+6,050㎜

開口部総長：1F+4,650㎜

開口部総長：1F+3,650㎜

開口部総長：1F+2,450㎜

開口部総長：1F+1,250㎜

開口部総長：5,150㎜

専有面積：1F-3㎡

専有面積：1F-2.3㎡

専有面積：1F-2.1㎡

専有面積：1F-2㎡

専有面積：1F-1.4㎡

専有面積：1F-1㎡

専有面積：1F-0.7㎡

グランドガーデン

アーバンヴォイド
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中心の円柱から線対称に広がる都市の風景

ピクセル化された都市の風景



最上階は渋谷側に開いた。

空に開いたスリット



パビリオンのようなボリューム

屋上庭園



木 が 経 年 す る 都 市 表 層 を つ く る

〇外壁詳細図 1/10 : 木曽檜を維持管理しながら使い続け、都市に経年する表情を刻む。

〇模型写真

本 計 画 に お け る 木 材 は 、 仕 上 げ で は な く 、 都 市 の 時 間 を 引 き 受 け
る 表 層 で あ る 。
外 装 木 部 に は 、 防 腐 性 ・ 耐 久 性 に 優 れ た 木 曽 檜 を 使 用 す る 。
都 市 部 に お け る 木 材 利 用 は 、 耐 久 性 や メ ン テ ナ ン ス 性 が 課 題 と し
て 語 ら れ る こ と が 多 い が 、 本 計 画 で は 木 材 を 一 時 的 な 意 匠 と し て
消 費 す る の で は な く 、 長 い 時 間 を か け て 都 市 の 風 景 を 育 て て い く
素 材 と し て 位 置 づ け た 。
仕 上 げ に は 半 造 膜 型 塗 料 S - 1 0 0 を 採 用 し 、 木 が 本 来 持 つ 質 感 を 残
し な が ら 耐 候 性 を 確 保 す る 。 竣 工 後 5 年 目 に 初 回 塗 装 を 行 い 、 そ
の 後 は 約 1 0 年 ご と の 再 塗 装 を 行 い 、 A L C 外 壁 塗 装 と 合 わ せ た 大
規 模 修 繕 を 行 う 。
素 材 の 風 化 や 色 の 変 化 を 否 定 せ ず 、 都 市 の 時 間 の 蓄 積 と し て 受 け
入 れ る 。
そ れ は 完 成 時 に 固 定 さ れ た 建 築 で は な く 、 維 持 管 理 を 繰 り 返 し な
が ら 都 市 と 共 に 更 新 さ れ 続 け る 、 時 間 の 表 層 と し て の 建 築 で あ る 。

「木を貼るのではなく、木が経年する都市表層をつくる」



主要用途 : 事務所
建設予定地 : 東京都渋谷区
施主名 : 山崎文栄堂
主構造形式 : 鉄骨造
主要仕上材料 :ALC の上木曽檜 t15,ALC の上ジョリパッド
建築面積 :121.14㎡
延床面積 :994.44㎡
工事予定期間 :2025.3-2026.7


